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dratecomplex;LCC)と呼ばれ (図3),セルp-ス,- ミセルロース, リグニンにつづく第四の木材構
成成分として注目されている｡LCC はリグニソと-ミセルロースがなかなか分離できないことや,アルカ
リや酸で分解すると両者が分離することから,その存在が100年以上の長きにわたって推定されてきた｡英
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図 1 7カマツアセチルグルコマンナンの 13C-NMRスペクトル 7,ll)
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図3 リグニンー 糖結合体 (LCC)の構造
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図4 マンネソタケ β-1,3グルカンの 13C-N M R スペクトル16)
帰属は表 1,図5に記載
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表 1 針 グルカンの 13C-NMR のケミカルシフト16)
Peakassignment Chemicalshift(ppm)foreachcarbonatom
PeakResidue Ganoderan-N HAβ-19) Curdlan20〉 GE-321)
m- b- t一 glucan (-→3GIc-) (-6GIc-+)
A C-6 C-6日 62.1 61.8 62.4
















































多糖は p-1,3結合したグルコースの主鎖に3つの1つの割合で β-1,6結合 した グルコースの側鎖をもつ中
性グルカンであることを明らかにした ｡ こうした β-1,6結合したモノグルコシル側鎖をもつ β-I,3グルカ
ンは宿主仲介性の抗陸揚活性を持つことが報告 されている17'｡β-1,6結合したモノグルコシル側鎖の結合
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C-I of α-GIc (ト 4) in Amylose and Amylopectin
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(Non-reducingend)
C-6 of a-GIG (i-4) in Amylose and Amylopectin

































図9 凍結粉砕木粉 (上)とボールミル木粉 (下)の粒子径 (アカマツ)26)
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図日) 凍結粉砕木板 (上)とボール ミル木′粉(千)の粒子径 (ブナ)26)
頻度は種によって異なりヒラタケ (Pleurolusoslreatus)では 4つに lつの割合で結合 し, スエヒロタケ
(schizophillL"" 0"mm'W,)では3つに tつの割合で側鎖を持つ｡樹木細胞壁の糖鎖はその大部分が β-1,4第きi
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図14 ボ -ール ミル粉砕時間と酵素糖化率の関係 (ブナ)26)


































を持つ30)oまた, リグニン-糖結合体 (LCC)のスルホソ酸塩誘導体は きの この成長促進作用を持つが,
リグニンのスルホン酸塩誘導体はきのこ成長抑制作用を持つ31･32)0 LCC のスルホン酸塩誘導体はサルファ
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コシダーゼ活性のため,生成したセロオリゴ糖のほとんどはグルコースまで分解する4243'｡このため,セロ
オリゴ糖の生産を目的とした場合には, セルラーゼから p-グルコシダーゼを除 く処理が試みられているO
谷口らは,セルロースカラムクロマ トグラフィーを用いて T･uirideセルラ-ゼ中の 針 グルコシダーゼの
大部分を吸着除去し,得られたセルラーゼ標晶を用いて,結晶性セルロースである7ビセルをバッチ法で分







で,生成物阻害と残存する 針 グルコシダーゼによるセロオリゴ糖の分解を抑えることができる (図15).他
方,セルラ-ゼによるセロオリゴ糖の生産は,活性炭の存在下で T.uirideのセルラ-ゼとセルロースを反
























分配液組成 Vol.比 正 溶 出 (上昇法) 反 転 溶 出
操 n-BuOH 4iso-ProOH l 固定相 下層液移動 上
H20 5 流 速 4.0m1/min 流 速 4.0m1/min
種 類 .-250W X12個(容量 250m1) 排除体積 112m 1
試料量 500mg 回転数 60rpm 回転数 600rpm



































また充填剤を使用せず有機溶媒のみで分離を行うため工業化に適した方法と思われる (表 5,図17)｡ この
方法は,比重の異なる互いに混じり合わない2層の溶媒系に対する試料の分配率の差を利用して分離を行う
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糖の特徴とは何であろうか? それは水酸基 (OH 基)という一つのタイプの官能基が隣あって幾つも並
んでいることである｡この特徴のため,糖と糖を特定の結合様式で結合 させ ることは大変難しい｡たとえ
ば,グルコースとグルコースを結合 させ る組合せは,糖のリング型をピラノース型に限定しても目通 りあ
る. これが,3個つながると, 176通 りとなる｡さらに,3種輝の異なる-キノースからなる3糖類の組合
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見出だした｡ この際,糖転移反応はセロビオースの非還元末端6位に対して優先的に起こり, 3種類 0-β-
D-グルコビラノシル-(1-6)-β-D-グルコビラノシル (ー1-4)-D-グルコースが生成した (図22,23)｡反応系I
に加える有機溶媒としてはアセトニトリルが最も効果的であった｡
また,木材腐朽菌である Irpexlacleusを培養して,分泌される β-グルコシダーゼと β-ガラクトシダー
ゼの生産性と性質を調べた｡その結果,IrPcxlaclcusの生産するβ-グルコシダーゼとβ-ガラクトシダーゼ
はそれぞれセロビオースとラクトー スによる誘導を受け, この うち β-ガラクトシダーゼは配糖体 ♪-ニト
ロフェニルβ-ガラクトシドと反応して位置選択的にガラクトー スを2つもつ配糖体を合成することを見出
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